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身体的痛みを訴える母親の一事例
対象喪失と悲哀の仕事の観点から
芳野紀子
1はじめに
人は、さまざまな体験の中で喜び悲しみなどを感じて生活している。その
中でも悲しみが深いのは、対象喪失と呼ばれる体験をした時である。自分に
とって掛け替えのない対象を失った時に深い悲哀を感じ、いつまでもその悲
しみから抜け出せなかったり、或いは、さまざまな症状を呈することがある。
人は、その様にさまざまな形で悲哀を表現しながら対象に対する想いを癒し
ていくのである。悲哀（喪）の仕事（mouming　work）は、対象喪失の時
に必要な過程なのである。ここで報告するケースは、対象喪失によるショッ
クから身体症状が出てきたと思われる母親の事例である。医学的になんら原
因が見られず治療方法もない状態という事で来談されたのだが、結局、症状
がひどくなり来談も出来なくなったために中断したケースである。ほんの
数回の面接しか出来なかったので、十分に症状の意味が分からないままになっ
ていた。そこで改めてこのケースの症状の意味を考え、さらに対象喪失と悲
哀の仕事について考察したいと思う。
　対象喪失（object　loss）でいう対象とは何かについて心理学的に定義する
と、愛情や依存の対象である。それは、人物ばかりでなく思想、イデオロギー
や地位や役割、環境なども含まれ、その人にとって掛け替えのない大切な対
象を意昧する。
　対象喪失を分類すると、①死別などの重要な他者の喪失、②母子分離など
の一時的離別、③引越し、昇進、進学などによる馴染んだ生活環境の喪失、
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④夢、希望、思想、生きがい、地位など内面的な支えの喪失、⑤失明など身
体機能の喪失、⑥手術や事故による身体器官の喪失、⑦成熟や加齢によるア
イデンテイテイの喪失、⑧自己の死という全面的・究極的な喪失、⑨財産や
大切にしていた所有物の喪失などである。
　このような対象喪失を体験した時、人は苦痛、悲哀を感じる。S．Freudは，
「悲哀とメランコリー」の中で「悲哀は決まって愛するものを失ったための
反応であるか、或いは祖国、自由、理想などのような、愛する者の代わりに
なった抽象物の喪失に対する反応である。メランコリーの精神症状は、深刻
な苦痛にみちた不機嫌、外界に対する興味の放棄、愛する能力の喪失、あら
ゆる行動の制止と自責や自嘲の形をとる自我感情の低下一妄想的に処罰を期
待するほどになる一を特色としている」と述べている。この様に人は、さま
ざまな悲哀の様相を呈するのだが、特に死別の場合、その対象の死を悼んで
悲しみに打ちひしがれつつも、死者を弔い、自分の対象喪失の苦痛を癒して
行く過程を「悲哀の仕事」と呼ぶ。Freudは、「現実検討によって愛する対
象がもはや存在しない事を知り、その対象に向けていたリビドーを撤退させ
ること」と述べている。すなわち、悲哀の仕事は、失った対象への思慕の情
を断念し喪失対象ヘエネルギーを注ぐ事を止める内的戦いとして捉えられて
いる。Abraham、K。は、喪失対象を「取り入れ」る過程、喪失対象の内
在化が行われる事を示している。遺族が「亡くなった人は、現実にはいない
が、自分の心の中で生きている」と感じるのは、「取り入れ」が起こってい
るからである。
II事例の概要
事例：Kさん（女性、64歳）（初回面接当時）
主訴：下顎を強く噛みしめてしまい、その痛みが頭痛や目の痛みとなるよ
　　　うだ。慢性的に身体がだるく、足も痛く歩くのが難しい。
家族：夫と妹（家事をしてくれている）との3人家族。子どもは、長女
　　　（36、結婚している）と長男（6、7年前に死去）の2人。
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＜病歴＞
　X－6年：病院でうつの診断を受け通院を始める。投薬治療を開始したが
　　　　　薬は効かなかった。
　X－5年：病院を転院する。うつの診断で投薬治療を受けるが、薬は効き、
　　　　　不安感や眠れなさ、だるさが少し良くなった。同時期、歯ぎし
　　　　　りが始まった。それについては、「心理的なことが原因」と言
　　　　　われていた。
　X－4年：長男が自殺し、何も分からなくなり、気づいたら病院で寝てい
　　　　　た。
　X－3年：退院。しばらく調子は良かった。
　X－2年：歯の痛み、不眠、食欲不振が始まり、再入院。自殺したいと口
　　　　　走る。
　X年2月：退院。
　X年9月：来談時、2週に1回通院している。不安感、不眠はない。
＜生育暦＞
　長女（兄、Cl、妹、弟の4人きょうだい）。父は、医師。やさしく多趣味
の人だった。母は、物静かな人だった。短大卒業後、会社の秘書を勤めた。
25歳で見合い結婚。結婚直後から夫の両親と同居した。夫とはうまくいった
が、姑とはうまくいかなかった。姑はいい人だが、軍人の妻で厳しい人だっ
た。子どもが小さい頃は子どもに当たり散らした。うつになってから自分の
やって来た事（姑を立てなかったことや、子どもに当たったこと）を悔やん
でいる。長男は大学卒業後海外勤務となり、2、3年後調子が悪くなった。
帰国したが、うつ状態がひどくなった。（Clは、クライエントの略）
＜面接経過＞（以下「」はKさん、＜＞は筆者、『』はその他の人の発言内
容を表す。“”はKさんの思った事を表す。）
インテーク面接：X年9月（インテーカーが担当）。夫は、始めの説明に参
加し、後は外で待っていた。
　来談理由として「娘が勧めるので義理で来ました」と語り、誰かに話した
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からといって症状が治るとは思わないと言う。病歴、生育歴などを語るが、
息子の自殺については詳しくは語らなかった。インテーカーは来談意志が感
じられなかったので、継続に関して強くは勧めなかった。その後、夫よりカ
ウンセリングを継続したいとの電話があり、筆者が担当者となった。
＃1：X年10月7日（時々目をつむりながら、辛いのを耐えているような表
情で話す。）（毎回、夫が連れ添い、外で待っている。）
　医者には治らないと言われているが、娘が『カウンセリングを受けたら、
受けたら』と言うので来た。症状は、口がぎゅうっと噛み締めてきたり、勝
手に口が横に動いたりして痛い。息子の死が関係しているかと思うけれど、
もう気にならなくなっている。それなのに症状は悪くなって来ている。目も
ちらちらして歩き辛い。足もしびれて痛い。医者は『うつ病は治った。症状
とは、関係ない』と言っている。「このような症状の人は、カウンセリング
で治るのでしょうか」＜カウンセリングで治るかどうかはあまりよく分から
ない。唯、学校や職場に行く時になると腹痛や頭痛を訴える人がいるが、そ
のような人にはカウンセリングをすることが役立つことがある。こころと身
体は密接に関係しているから、とりあえず色々お話になりたい事を伺って行
きたい。それが症状の消失につながるかも知れない＞主人は、気にしないで
いれば治ると言う。息子のことも吹っ切れていないのではないかと思ってい
る。でももう夢を見ることもない。主人はやさしくて『今まで色々やったん
だからあとはおまけで何やってもいい。面倒見るから』と言ってくれる。
　妹が離婚してから家にいて家事を手伝ってくれる。私は、おつゆを作る位。
毎日、バス停まで主人を送って行くのが日課になっている。この頃症状が悪
くなっているが、時々ひょっと良くなる時がある。この間お風呂を修理する
ので職人が来ていた。その時はお昼を出したりしていた。
　うつで入院した時は歩けず、おしめもしていたこともある。それで色々宗
教の本を読んだ。“この身体は神様から頂いたものだ。すべて神様の思し召
しだ。医者を怨んだりせず神様にお任せしよう”と思った。でも凡人だから
だんだん不満が出てくる。薬も気功も効かない。主人は『そのことばかり考
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えるとかえってだめだ』と言うけれど、そうは行かない。痛くて辛いんだか
ら。主人に訴えても『大丈夫、大丈夫』と言うだけ。
　病気になる前は、民生委員をやったり、姑のボケの世話を3年間したり、
自分の母も引き取って世話をした。姑が亡くなって、、自、子が海外勤務になっ
た。電話をちょくちょく掛けていたが掛からなくなっておかしいと思ったら、
会社から『疲れているようだから帰国させます』と連絡があった。もともと
元気な子だった。本能的に娘より息子の方が好きだった。男の子の方が手が
かかるし色々あった。娘は、小学生の頃骨髄炎になって入院した時心配した
位。娘が『お母さんは弟ばかり可愛がる』と言っていた。息子の学校や塾の
ことなど心配した。（口をぎゅっと噛み締める）時間となり、次回を2週後
に約束し終了。
＃2：X年10月21日
　調子は悪くなって来ている。歯がきつく噛み締め勝手に動く。歯が鼻を噛
んでいるような気がする。頭の中があちこち引っ張られている感じがある。
日によって症状が違う。お医者さんは『分からない』と言う。息子の事が潜
在意識にあって、それが現れているのかも知れない。今まで効くというもの
を色々試したがむしろ悪化しているようだ。お医者さんから見放された病気
だから治るかどうか。一段置いたような気持ちでカウンセリングを受けると
効果が違うでしょうね。何を話したらいいでしょうか？＜何でも構いません。
お家の事でも＞
　妹は子どもが3人いて皆成人している、家事を手伝ってくれるので助かる。
時々子どもの所へ手伝いに行く。別れたご主人がマンションで一人暮らしし
ているらしい。何か可哀相で。子どもは全員妹に付いている。離婚したのは、
去年。今はさっぱりしちゃって、ダンスに行ったり旅行や、観劇したり、楽
しんでいます。別れたご主人がもう少し妹の事を考えてくれたらいいのに。
でも私の看病に間に合って良かった。兄は厳格な人で、離婚には反対だった。
　孫は2人いて（小学生）、泊りに来たりすると、私も頑張ります。疲れま
すね。上の孫は成績悪くて、体育が一番好きなんです。その子に勉強を教え
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てあげたらって言うと、娘は『すぐカーっとなるからダメ』って言います。
主人は教えるのがうまいんです。唯会社がありますから、教える時間があり
ませんから。私共はすぐカーとなりますから。
＃3：X年11月4日
　今日も具合が悪い。歯だか口だかが自然に動く。鍼灸にも行って来た。前
に行った時は2、3日調子がよかったけれど、今日も行って来たがあまり変
らない。
　この間、クラスメート（短大）が3人遊びに来て下さって、その日は楽し
かったですけど、翌日はバタンしてしまった。専門は、家政学だったけれど、
今だったら選ばないわねって話しました。その当時は、まだ女が大学に行く
なんて考えなかった。親も年を取らない内に早く結婚した方がいいと思って
いた。子どもの時に父から『Kは医者、医者』と言われてたんです。だから
当然医者になるという気持ちがありました。丁度卒業の時が敗戦で進学どこ
ろではないし、新円の切り替えとかあって、経済が急に詰まった。医学は長
くかかるし、父はその時には考えられなかったんですね。私は抜本的に希望
がかなえられなくて、ずっと生活の事に関わって来た。女学校の5年の時に
新制高校に変わり、勉強も何もかも激変でしたから何も学ばなかった。色々
な思いをしました。周りの変化に自分はどうして行ったらいいかというか、
戸惑いというか、ありました。それをいいことに、自由に映画を見たり、な
かなか今まで出来なかった事を楽しみました。家政学は役に立ってないし、
お料理も好きじゃない。数学や物理が好きだった。それから親戚関係で少し
勤めをしてから結婚した。40過ぎてから“私何をして生きて来たのかしら”っ
て愕然としましたね。何か私の身の振り方ですね。自分を振り返える余裕が
できたんでしょうね。「愕然」というのはあの事だなあと思いました。何も
せずに過ぎちゃったと思いながらも諦めちゃダメだって。それから両親が弱っ
てきて、私と妹が面倒見て、それに舅姑の世話もありました。
　あとで考えますと子どもの事に一生懸命になり過ぎたと言うか。娘が『マ
マは弟を可愛いでしょうね。そんな感じがする』って言ったことがありまし
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て、そういう気持ちあったかなって少し反省しましたね。子どもを失ってし
まってやはりショックで、神経症状がおかしくなる位。もう今は諦めていま
すし、子どもの事も話ができるようになりましたし、自分では思い切ったつ
もりでいるけれど。＜自分のやれなかった事を、希望を、お子さんに託した
かも知れない＞子どもを失ってむなしくてね。また、自分は何をして来たん
だろうって、今更ね、それを思います。自分の子どもだけど、かなりいい子
でした。彼と話していると面白いんです。楽しい学生時代を一緒に過ごした
気がするんです。それでよしとしなければならないと思いますけどね。充分
楽しませてくれたってね。＜息子さんと一緒にいらしたその時問というのは
本当に貴重で、すごく楽しませてくれたと。その事がKさんにとって宝とし
て残っているのだなあと、お話伺いながら感じていました＞
　娘は、気が強いんです。姑さんと一緒に暮らしているんですけど姑さんが
気を遣っているんです。理性的というか、クリスチャンになりまして、自分
の悪いところが分かっているんです。本当によくしてくださるって言ってる
けれど、些細なところで違う事ってあるから、「姑さんだって苦しいのよ」っ
て言うと『それも分かっているのよ』って。娘は気が強いけれどおおらかな
子です。お花やったり、バレーやったりしてストレス解消しいる。
　妹は、お姑さんとうまく行かないで離れて暮らしていた。自分の思った事
をさっと実行する方なんですね。妹は、私のことを『本当に偉い。何かを発
散する場所もなくて、よくやって行けたね』って言うんです。『どこかで出
てくるわよ。こういう病気があったのもきっとそういうところでしょ』って。
＜妹さんは、いろんな事自分の中に溜め込まないで実行してきたのに、Kさ
んは、そういう事しないでずっといいお嫁さん、よいお母さんでいらしたん
ですね＞いや、私はそう思いません。悪い子ども、嫁、娘であり、悪い親で
もあったと思って、いつも神様に「ごめんなさい」って謝っているんです。
自分の不満を子どもに出しちゃった。だから子ども子どもってなっちゃって、
子どもに負担かけたかなって。特に、娘に負担負わせたかな。ですから出来
るだけの事は、子どもの思いのままにしてと言う気持ちが強いですね。バレー、
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お花、PTAなんでも楽しめばいい。
＃4：X年11月21日
　今日も痛いから休もうかとも思ったけれど、病気じゃないって思って頑張っ
て来ました。鍼の先生に20日間通ったのに「治らないから困ってる」って言っ
たら『そう一生懸命になりすぎないで、ゆっくり気が向いたら来ればいい』
と言われた。精神科でも『そのことばかり考えていないで自由にしなさい』っ
て言われて、こだわらないようにしようと思った。＜ここでもそのような真
面目なところが少し気が抜けるように、自然に出来るようにお手伝い出来た
らと思います＞私は、本来真面目な方ではないんです。あるところでは几帳
面なんでしょうね。薬を食事30分前とかいうとそれを守ろうとする。＜早く
元気になりたい気持ちが強いですか＞一生付き合うのは大変だと思いますね。
母達を見送って、息子も死んで送ってしまいましたけれども、50になってさ
あこれからっていう時にこういう状態になりましたでしょ。だからやっぱり、
私の人生は苦労の人生だったんだなと思います。＜色々苦労の連続だったと
思いますが、どの辺から苦労の始まりだったのですか＞結婚した時から両親
と一緒だったけれど、充分やって行けると思ってたんです。ところが、やは
り一緒に暮らしてみると、姑の考えは時代遅れだと思うこともありました。
後で考えるといいことばかりだったんですけど。お花もお茶も習いなさいっ
て、“ああ厳しい”と思いました。そんなこんなあって、それで突如として
どこかに行きたくなっちゃって、結局実家しかないから実家に帰った。主人
が迎えに来て。姑は、お腹の中は何にもない人だって、後で分かりました。
舅は、随分可愛がってくれました。それで脳溢血で倒れて3年間寝て亡くなっ
たんですが、姑が皆世話をしてね。亡くなった時に姑が『あなたのお陰で安
心して看病できた。有り難う』って言って下さった。姑はしばらくは友達と
旅行したりして、頼りにされていたんですけど、物忘れが多くなってボケて
来て、おむつの生活になった。骨租しょう症ですぐ骨が折れて、看病が大変
でした。病院にいれるのが可哀相な気がして。でも、本当に心から尽くした
か分からないですね。義務感でやって、愛情持ってやったんじゃない。毎晩
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拝む時に心がチクっとします。謝ってばかりいます。父のお見舞いに病院に
も行った。母は、立てなくなって、その時も看病したんですよ。立てないっ
て言っても練習させて、「出来るはずよ。甘えるんじゃないの」って。でも
亡くなってみると、厳しく言いすぎたかなって、胸が痛い。それで自分が身
を持って体験させられてるんじゃないかって、因縁話ですね。
＃5：X年12月9日
　この2、3日具合が悪い。口が動くのでずっと寝ていた。足も連動して悪
くなる。ぎゅと締め付けられるので、頭に石が入ってるみたい。
　クリスマスのデイナーショーにホテルに行くことになっている。＜Tさん
は、キリスト教とは関係ないですね＞娘がクリスチャン。大学に入って洗礼
を受けた。結婚に差し障るかと思ったがそんな事もなく、今でも日曜礼拝に
行っている。＜何がそうさせたかについては？＞高校がキリスト教だったし、
なにか苦しみ、悩みがあったんじゃないか。それは私だったかも知れません。
親子の仲は良かった。以前、私は、ある宗教に納得する所があって修養した
ことがあった。姑に対する被害者意識があったが、見方が変わって“申し
訳なかった”と思うようになった。修養に家を留守にしたこともある。娘が
骨髄炎になって、再発繰り返すから、本当に神がいるか知りたかった。でも
その頃娘は、寂しかったと思います。それから、偶然か娘の骨髄炎の再発は
止まった。娘は、それから中高でシスターの導きで信仰に入った。私の修行
何んだったのだろう。今はその宗教とは切れている。息子が死んですっかり
だめになった。私は、現世の利益みたいな宗教の求め方しかしていなかった
と思ってる。ずっと信仰していたら、病気にもならなかったと思う。私は弱
いなあと思う。娘の信仰の方がしっかりしている。主人も色々な宗教の講座
に行ったり、本を読んだりしているので、良く信仰のことを話す。主人の話
を一方的に聞くばかり。
＃6：X＋1年1月7日
　物すごく口の周りが動く、年末から具合が悪くなった。薬の副作用につい
て不随意筋が動くと書いてある。頭の中がびっしり石が詰まっている感じで
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何も考えられない。T　Vも分からない。主人は『仕方がない』と言う。朝早
く目が覚めるとラジオの仏教の話を聞いている。“この苦しい事は、与えら
れた役目なんだ。どうして私にそんな役目が与えられたのだろうか。それは、
業なのだ”とか考えている。ちょっと良くなってもまた一層悪くなる。筋肉
を柔らげる薬を飲んでいるが、効かない。鍼の医者もこの頃は『効くかどう
か分かりません』と言うようになった。
　老後の設計もしなければいけないのに、何も考えられなくなった。子ども
が巣立って、母達を見送って“さあ、何をしようか”と思った時に、まだ
何もしない状態のうちにこうなってしまった。出かけることが好きで、海外
や国内旅行したいと思っていた。料理もおいしいものを作ったり、友達を招
いたりしようと思っていた。
　姑がボケてから看病でなかなか外出出来なかったが、主人や娘が留守番し
てくれて、オランダやベルギーにパック旅行したことがあった。とてもよかっ
た。2回目は、息子が海外にいた時そこに呼んでくれて、よく案内してくれ
た。「やさしくしてくれて楽しかってですよ。」
＃7：予約していたが風邪のためキャンセルとなった
　3月に電話するとずっと痛みで寝たきりになっているとの事であった。以
後、見舞いのはがきを時々出した。
　X＋1年10月：ご主人の代筆で返事があった。（あれ以来ずっと寝たきり
の生活をしている。歯の噛み締めや顔面の痛みがひどいためです。）
　X＋2年8月：本人から返事があった。（体調がすぐれず外出を控えてい
ます。またお目に掛かれたらうれしいです。プラス思考で頑張りたいと思い
ます。）
X＋2年12月26日：心筋梗塞にて死去。
”1考察
くカウンセリングの過程について＞
①病気、症状の扱いについて
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　身体症状が病気なのか、ただの副作用かは、医学的知識はないのではっき
りしないが、医者の話から、病気とは考えられていないようなので、心因反
応と捉えてよいと考えた。息子が海外転勤になった頃からClのうつ症状が始
まり、息子の自殺によってショック反応を起こし入退院を繰り返している。
この事から、C1にとって息子がかなり重要な存在であった事が考えられる。
その喪失体験から、Cl自身はもう考えなくなったと言ってるが、無意識内に
解決されない寂しさや罪悪感を引きずっているかも知れないと思われる。ま
た、その他諸々の体験の中でCl自身が堪え忍んできた事があり、それを耐え
る苦痛を身体的苦痛に置き換えているとも考えた。つまり、身体的苦痛を耐
えれば、心理的苦痛を忘れることが出来るという一種の防衛機制である。こ
のClは、うつ傾向にあり生命力が抑制され苦痛を多く感じている状態にある。
従って、心理的苦痛に直面せずにいられることは、C1自身の安定に役立って
いるとも考えられる。また、身体的苦痛を訴えることで周囲の人々の関心が
向き癒されるという利得もある。実際殆ど家事をしないで妹にやってもらっ
ている。また、これは、Clの依存性が満たされる事である。依存要求を満た
すことによって、C1の内的痛みが解消されているとも考えられる。従って、
そう簡単に身体症状は消失するものではないと考えられる。このような観点
から、カウンセリングを進めることを考えると、C1の身体症状の辛さを受け
止めつつ閉じ込めた内的苦痛を少しずつ出せるような心のゆるみを作る事を
第一と考えた。さらに、身体症状をなくすことを目標とせず、その苦痛をい
かに自分のなかに受け入れていくか、苦痛の意味について考えられる方向に
進めたいと考えた。
②カウンセリングヘの動機づけ
　来談を勧めたのは、もう嫁いだ娘である。娘は、母親がいままでの人生の
途上で色々苦労し悩んでいた事を知っている。宗教、鍼灸、気功、漢方薬等々、
を試み効かなかった事を知っている。弟に対する母の思いが、自分に対する
よりもずっと強かった事も知っている。母を慰めるために孫たちを遊びに行
かせたりもしたが、症状は一向に改善されない。そこで、カウンセリングを
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かなり以前から勧めていたのだが、母はなかなか応じずようやく今回来る気
になった。Clは、娘があまりうるさく言うから義理で来た、という。あまり
積極的な気持ちではなかったようだが、継続する事になった。恐らくそれも
娘の勧めだと思われる。
　この様にして始められたカウンセリングは、Clにとってはかなり受け身の
ものであった。C1は自らの内的体験を人に語りたいという欲求は、あまり持っ
ていないようであった。したがって、「何を話せばいいのか、質問をしてく
ださい」という言葉として表現されてきた。カウンセラーは、無理なく少し
ずつ話す事ができるようにと考えていた。＃1では、身体的苦痛を訴えるが、
カウンセリングは義理で来ていることが語られる。症状はどうしようもない。
治療の手段もない。また、カウンセリングで治るかも疑問だと言う気持ちが
表明される。自分の症状が治る可能性がないと言う諦めと苦痛の辛さを語る
が、その言葉の背後には、怒りや悲しみ、情けなさなどが入り交じった未分
化な固まりのようなものがあるように感じられた。この未分化のものを少し
ずつ解きほぐし、出せるようになる事がカウンセリングの仕事になるだろう
と思った。しかし、それは、C1にとって自覚されていないだけに大変難しい
事である。Clは、何を話したらよいかも分からない様子で、T　hが問うと答
えるという形で話が進んだ。話し始めると、色々思い出して話が展開するこ
ともあった。しかし、面接の途中でも口が締まってきたり、痛みが起こるら
しく、じっと黙って耐えているような事もしばしばあった。また、目をつぶ
りながら話す事も多かった。これも目のちらつきや痛み、頭の締め付けなど
によるものと思われる。Clにとっては、カウンセリングに来る事自体が大変
な上に、面接して話す事も大変な苦痛を伴う事であった。。しかし、ご主人
が『その事ばかり考えるとだめだ』というように、なかなか周りの人にその
苦しさを理解してもらえない。それがC1にとっては、苛立ちになる。このよ
うなClの苦痛を出来るだけ共感する事が、カウンセリングの役割の一つと考
えた。
③各セッションの意昧
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　＃1では、病気になる以前は、姑の看病や民生委員などをして社会的に貢
献していた事が語られた。C1にとって、身体の変調は、自分でも許し難いも
のなのである。“神の思し召し”と思おうとしても、凡人だから不満が出て
来る。これは、病気による自己の身体的アイデンテイテイの喪失である。
　＃2では、病気は悪化していると感じられている。息子の事が潜在意識に
あるのでないかと言うが、それ以上のことは、語らなかった。「一段置いた
気でカウンセリングを受ければ違うかも知れない」と言っている事から、何
とか治したいとただ焦るのでなく、ゆとりを持てば効果もあるかというささ
やかな期待が感じられる。
　妹の家族や娘の家族の事が語られたが、妹の離婚についても、孫の教育に
ついてもアンビバレントな感情が表明された。＃1で夫に対してもやさしい
と言う一方で、苦痛に無理解である事への不満を持っている。アンビバレン
スは、Clの特徴かも知れない。
　さらに、「すぐカーとなる」という表現は、Clの夢中になり過ぎて感情的
になる気質を表しているのではないだろうか。
　＃3では、Clの青春時代が語られた。将来を父親から医者になることを期
待されていた事、それが敗戦によって消え去った喪失感。「40過ぎて何を自
分はして生きてきたのか愕然とした」事は、過去の存在感の喪失である。
両親の世話も子どもの教育も一生懸命やった。しかし、子どもの教育に、特
に息子に一生懸命になり過ぎた。それを反省しつつも、楽しかったと、これ
もアンビバレンスである。息子と過ごした時の楽しさがしみじみと語られた。
　娘については、姑に対するきつい態度が気になりつつも、好きな事を思い
切りやれる強さにはエールを送るというアンビバレントな感情を抱いている。
　妹は、Clが不満な気持ちを発散させずにきた事が病気として出たと考えて
いるようだ。Clもその様に感じているのだが、一方でその不満を子ども（特
に娘）に当てたと考えている。悪い娘、嫁、親であったと自責の念が強い。
　＃4では、親の看病や息子との死別など色々あって、さあこれからと言う
時にこの病気になってしまった。「自分の人生は苦労の人生と思う。」この言
一159一
芳野紀子
葉の裏に、過酷な人生への怒り、恨みなどがあるようだ。苦労は、姑との関
係から始まったと色々なエピソードを語る。姑にも母親にも本当の愛情で接
していたのかと悔やむ思いを抱いている。それ故に自分がこんな病気になっ
ているのではないかと罪責感がある。
　＃5では、娘がキリスト教の洗礼を受けた原因は自分ではないかと、＃3
で語られた自責の念がここでも伝わってきた。自分がある宗教を信じて研修
に行ったが、それは、娘に寂しい思いをさせてしまった。そのように“神
はいるか”確かめたい切実な気持ちは、なぜ生じたのか。この頃、Clは、姑
との確執や娘の骨髄炎にかなり深刻に悩んでいたのではないか。自分の悩み
に夢中で娘の寂しさに気持ちが到らなかった事への罪悪感もある。しかも息
子の死でも信仰は役に立たず、娘の信仰の確かさに比較しても情けない、ふ
がいないものだった。宗教を求め、それに任せきる事も出来ない自分は、あ
まりにも弱い。C1の自己信頼感は揺らいでいる。
　＃6では、症状はますますひどくなり辛そうである。これは、業だと自分
に言い聞かせつつも何故という疑問が湧き、不条理を感じている。老後の楽
しみも失われた無念さ、悔しさ、恨めしさなどが入り交じっている。今まで
の面接であまり語られなかった楽しい事として、2回の海外旅行の事が語ら
れた。特に、息子との旅行は、思い出深いものだったようだ。
　その後、Clは風邪をひいて来られなくなり症状が悪化し、結局そのまま外
出できなくなった。丁度その頃、相談室が引越し、駅から歩くと遠くなった
ことも来られなくなった原因の一つであった。
　その後、何度か見舞いのはがきを送った。ご主人の代筆の返事が一回、本
人からも一回あった。Clのはがきには、前向きに考えようと思っているとい
う趣旨の文が記されてあり、Thとしてもちょっと安堵感を覚えたものであっ
た。それから、その年の12月26日早朝に心筋梗塞で死去（66歳）。通知は、
翌年1月にご主人から届いた。2月にご主人を訪ね外出できなくなってから
のClの様子を伺った。1、2度家からタクシーでコンサートに行ったことが
あったようだが、殆ど寝たり起きたりの生活であったようだ。
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＜Clの対象喪失について＞
①希望の喪失
　Clは、まず20歳前後で医者になるという人生の希望を捨てざるを得なくなっ
た。敗戦という社会の変化がClの人生の希望を失わせた。時代の激変により
短大の家政科に入り、映画鑑賞や観劇を楽しむことで自分の欲求不満を解消
していた様子だ。
②自己アイデンテイテイの喪失
　結婚生活では姑との関係がうまくいかず自分の良いと考えたことが姑に
よって否定されたり、強制的に直されたりしたことがあった。これは、自己
のアイデンティティを失う体験であり、実家に戻るという形で解消が試みら
れた。しかし、再び婚家にもどり、姑との関係は続いたと考えられる。そし
て子育ては大変ではあったが、充実して楽しいものであった。
③人生の意味の喪失
　子育てが一段落した40歳頃に、C1は自分の人生は何だったかと愕然とする。
人生目標を失ったストレスを解消しようとしたり、他の打ち込む対象として
子育てに専念したのだが、それがある程度まで達成された時、自己の本来の
人生目標とは何なのかが分からなくなっていた。それは非常に大きな失望、
落胆、挫折であったと思われる。
④宗教の喪失
　娘の病気や、姑との確執などの苦しみの解決や人生を支える物として宗教
が求められた。しかし、求めた宗教は、息子の死の悲しみを支える事は出来
なかった。
⑤両親及び、舅姑の死
　Clは、父からあと継ぎと見られていた位であるから、父との結びつきが強
かったと思われる。両親を失うことは、看病という形で心の準備が出来てい
たとはいえ辛いことであったろう。
　姑の世話をし、姑との心のすれ違いは大きかったが、晩年の姑はボケてし
まい世話や看病に大変苦労している。そのような仕事はClにとって負担であっ
一161一
芳野紀子
たろうが、他方一生懸命に打ち込む仕事でもあった。姑の死によって負担と
伴にC1の生きがいも失われた。
⑥息子との離別と死別
　息子はC1が可愛がり、一緒に学生生活の喜びを共有していたような関係に
あった。従って息子が就職してから海外勤務になった時、離別の寂しさは非
常に大きかったと考えられる。その頃にうつ症状が出ている。恐らく、息子
との離別と姑との死別による抑うつ状態が生じたものと考えられる。しかし、
一度息子に招かれ海外旅行したことは、楽しい思い出として語られている。
　その，自、子が病気で帰国した。その頃よりClのうつ状態は少し良くなってい
る。そして、息子は姉に命を繋げるように特別の日に亡くなっている。C1は、
非常なショックを受け、意識を失い入院してしまう。入退院を繰り返しうつ
状態は回復して来るが、今度は身体症状がClを苦しめ始める。Clの息子に託
した夢は全て息子と共に消失したのである。
⑦妹の離婚
また、妹の離婚もある。別れた側の義弟に対して、可哀相と同情を示して
いる。Clにとっても、ひとつの喪失体験である。
⑧身体の苦痛
　C1は、主訴である、顎の締め付けや勝手に動くこと、頭の中まで石が一杯
詰まっているような感じ、だるさ、目のちらちら、歩きにくさなどさまざま
な痛みに悩まされている。それは、今まで色々と活動し、周囲の人々に貢献
して来た自分が失われる情けない体験である。何故自分が、このような苦し
みを受けるのか、その意味が分からない辛さもある。
　こう考えると、いかに多くの対象喪失をClがして来たかが分かる。これら
の対象喪失について、そう詳しくは語られなかったし、Clの感情表現も殆ど
なかった。事実としては受け止められているが、感情は、まだ閉じ込められ
ているかの様である。Clは感情表現が出来ないのか、または何らかの理由で
感情が押し込まれているのではないか。面接の中で涙が出たのは、＃5の宗
教の話の時に「自分は弱い」と語った時のみである。長い人生の途上で表現
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されない感情が、溜まってClの身体的苦痛として体験されたとも考えられる。
＜身体的苦痛の意味＞
　Clが語った苦痛の意味は、4つほど挙げられた。今まで自分の不満を出さ
ないで溜めて来たから、息子の事と関係しているのか、母親や姑に対して本
当の愛情を持って看病しなかった罰として、しっかりした信仰を持っていな
かったからというものである。自分の不満を出さなかったというのは、前述
の感情の閉じ込めと通じる理由と考えられる。それと共に、Clが人との関係
の中で多くのナンビバレントな感情を抱いている事に注目したい。これらの
感情があることによって、すっきりした気持ちが得られにくくなる。いつも
何かくすぶっている。それは、欲求不満ではないが気持ちを不安定にさせる
ものである。Clが信仰を求めた理由の一つは、このアンビバレントな気持ち
による不安定さを、落ち着かせる為めではなかったかと思われる。第4の理
由に信仰の事が出て来るが、Clの信じ切れなかった不信感が底にある。Clは、
あらゆる事に信じ切れない心情を持った人だ。しかし息子にだけは、信頼を
置いていたのであろう。その息子が死んだことは、Clに対する裏切りだろう
か。それとも、C1が息子をそこまで追いつめたのか。とにかくその時のショッ
クは非常に大きなものだった。息子の事と関係していると言う言葉は、色々
な意味を含んでいる。悲しみと、恨み、罪悪感などの感情が含まれている。
そしてClは、うつ状態に再び落ち込んでしまう。これが、対象喪失の状態で
ある。
　これは、Klein，M．の抑欝ポジションに当てはまると考えられる。Klein
の考えは以下のようである。
　対象喪失の体験は、自己のわがままや過ち、攻撃性などによって大切な人
を失ったと感じる。大切な人の死をもたらしたと、自分を責めたり、罪悪感
にかられるのである。それに伴い、うつ的な状態を生じたり、うつ病を発病
する。恐怖感や罰を受けるという感じをまき起こす。それが、アンビバレン
トを強め、他者への憎しみや不信を引き起こす。この自責の念から、償いの
行為が生じる。償いは、失われた良い対象を自分の内部に修復、再生しよう
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とする心の動きである。攻撃性と償いは絶えず葛藤している。償いに失敗す
ると、絶望をもたらし、成功は希望をもたらす。償いは、新たな創造的な活
動を起こすこともある。たとえば、文学や絵画などが生まれる。また、他者
への対応の仕方が変わることもある。さらに、躁的防衛反応が起こることも
ある。それは、悲哀や自責の念を否認し、自己を誇大化して虚勢を張り、喪
失対象の価値を下げたり、軽蔑することである。
　このようなKleinの考えに従えば、Clの場合、対象喪失の悲しみによって
うつ状態を起こし、罰を受けるという自責の念が、身体症状を起こしたと考
えられる。また、自己の攻撃性が、身体症状として現れているとも考えられ
る。噛み締めるというのは、攻撃性そのもの、あるいは、自責の念や攻撃性
をもれないようにしているのかも知れない。或いは、自分を置いて亡くなっ
た息子への恨みを押さえてこらえているのかも知れない。このような苦しみ
を周りの者が理解し共感し、それがClに伝わったならば、C1は、他者に対し
て信頼を回復する事が出来るだろう。夫のように『気にしないで、大丈夫』
とか言う対応は、Clにとって共感ではない。
Vおわりに
　喪の仕事の過程では、失った愛する対象に信頼をもう一度取り戻し、その
人が完全無欠でないことに思い至る。それでもなお、対象への信頼と愛情を
失わず、報復も恐れないでいられるようになる。周囲の他者への信頼が、亡
くなった者への信頼につながる。本事例では、C1の悲哀がいかに深いもので
あったにしても、カウンセリングを受けに来たことは、娘への償いであり、
息子への喪の一歩を踏み出したと考えられる。
　C1の喪失の中で生きがいの喪失もまた重要な意味を持っている。思春期に
医者となる希望が失なわれた事。40歳頃に「愕然」としたこと。看病の対象
である姑の死。愛情の対象であった息子の死。これらは、時々のC1の生きが
いの立て直しを迫るものであった。Clは、その都度、結婚、育児、宗教、看
病、民生委員などに生きがいを見出して行った。しかし、永続する生きがい
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や支えは、得られなかった。そのような喪失体験の積み重ねがClを少しずつ
弱めて行ったと考えられる。身体の痛みは、それを耐えるという生きがい
（Clは業と表現）を与えたとも考えられる。Clは、「その痛みとずっと付き合
うことは、耐えられない」と言っていたが、結局それに耐えた人生を送った
ことになる。このような年長者の場合、1つの対象喪失をきっかけに症状が
出るが、その背後に様々な対象喪失体験がある事を考慮すべきである。また、
カウンセリングの目標として、症状を治すことでなく、いかにそれと付き合っ
ていくか、その意味を考えたいとしていた。このカウンセリングでは、Clの
様々な対象喪失体験を振り返り、身体症状を業として受け入れ始める所まで
で中断してしまった。その後Clがどのような気持ちで症状と付き合っていた
かについては、不明である。突然の死であったので、1度その前にお会いし
たかったと、残念な気持ちである。やはり、カウンセリングが、症状が酷く
ならない早い時期に開始されていたらばと悔やまれる。終わりに、Kさん、
息子さん、その他の方々のご冥福を心よりお祈り申し上げます。
　（なお、Clのプライバシー保護のため少々一部変更してある。）
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